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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

本研究は、従来不明であった分子内に共役二重結合を有する脂肪酸について、その栄養生

理作用を試験管試験から細胞培養試験、動物試験まで幅広く検討を行い、食品への応用を目

指した。はじめに食品や生体試料中の共役脂肪酸の定量法を確立し、さらにその酸化安定性

がグリセリド構造をとることにより向上すること、抗酸化物質としてビタミンＥの使用が有効である

ことを明らかにした。そして、動物試験で共役脂肪酸の体内動態と脂質代謝への影響を検証し

た。また、本研究により、共役脂肪酸による抗癌作用、腫瘍血管新生抑制作用、抗肥満作用を

新たに見出した。 

天然には、共役化した二重結合をもつ共役脂肪酸が多種類存在する。牛肉や乳製品には、

リノール酸（18:2, n-6）の幾何、位置異性体である共役リノール酸（CLA）が含まれている。CLA

は、食品中に微量なため、リノール酸のアルカリ異性化により化学合成され食品に利用されて

いる。一方、キリやニガウリなどの植物種子にはα-エレオステアリン酸（18:3）が存在する。ま

た、紅藻や緑藻には、共役 EPA（20:5）や共役 DHA（22:6）が見いだされている。本研究では、

天然物由来の共役リノレン酸や共役 EPA、共役DHAについて、CLAにかわる健康に有益な生

理活性脂質になりうることを期待して、多面的な検討を行った。はじめに酸化や異性化を防ぐこ

とができるメチル誘導体化法や日常でも極力酸化を防ぐ安全な利用法の確立を行った。そし

て、体内動態を検討し、共役脂肪酸にこれまでには報告されていない独特な代謝経路を発見
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した。即ち、エレオステアリン酸が動物体内において共役リノール酸に代謝されることをはじめて

明らかにした。さらに、とくに不飽和度の高い共役脂肪酸（共役リノレン酸、共役 EPA、共役

DHA など）が癌細胞特異的に脂質過酸化を介したアポトーシスを誘導すること、PPARγを介し

て血管内皮細胞を制御し腫瘍血管新生を抑制すること、脂肪酸β酸化系を活性化させ脂質蓄

積を抑制することを新たに見出した。以上より、食品に共役脂肪酸を応用するために安全性や

有用性を示した。現在、未だ明らかになっていない代謝系やより利用しやすい方法の確立に向

けて、検討中である。今後も脂質栄養や脂質生化学に関する研究を精力的に行っていきたい。 
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（２） 過去５年間の本学会での活動状況 

 

過去 5年間の本学会（本大会・一般講演）における演者としての発表総数は 3回、共同演者の発表

総数は 20回である。東北支部大会における演者として一般講演の発表総数は 2回、共同演者の発

表総数は 6回である。さらに、これらの本大会・支部大会において座長を務めた。 
 

 

（３） 特記事項 

 

・2005年 10月にCLA懇話会で「CLAによる血管新生抑制機構の解析」を発表し、最優秀発表者賞

を受賞。 

・2008年 3月にＢＢＢに発表した論文「Effect of dietary oils on lymphocyte immunological activity in 

psychologically stressed mice 」が日本農芸化学会 BBB論文賞を受賞。 

・2008年 11月に Carcinogenesisに発表した論文「Tumor angiogenesis suppression by a-eleostearic 

acid, a linolenic acid isomer with a conjugated triene system, via peroxisome proliferator-activated 

receptor g」が Nestle Nutrition Council, The Best Original Paper Awardを受賞。 
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